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日本原燃㈱が検討を行った、全α放射能濃度分析のための脱塩処理方法について、日本原子力研究開発機構にて

検証試験を実施した。硝酸ナトリウムを含む分析サンプルから固相抽出剤及び硝酸を用いて、脱塩効率及びα核種

の回収率について確認した。塩酸を使用せずに効率的に脱塩でき、かつα核種の回収率も安定していることから、

耐塩酸腐食性能のない環境において十分に実用性のある方法であることが本試験により確認された。本発表では、

試験内容及び試験結果について報告を行う。 
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１．緒言 

 全α放射能濃度分析においては、硝酸塩が共存する水試料に鉄担体を加えてα核種（U、Pu、Am）を共沈させ、沈殿を

塩酸で溶解後、ジイソブチルケトン（DIBK）で鉄を抽出除去する共沈マウント法を用いることで脱塩処理できるととも

に効率よくα核種を共沈させることができる。しかしながら、分析に塩酸を使用するため耐塩酸腐食性能のない環境で

の適用は困難である。そこで、日本原燃㈱が検討した固相抽出剤及び硝酸を用いた脱塩処理方法(※発表(1))において、

全α放射能測定を行うための最適な抽出剤及び条件の確定、並びに分析妥当性の確認、検証を行った。 

 

２．実験 

 本試験は前発表の通りに3つのステップで実施した。ジーエルサイエンス株式会社製 InertSep ME-2をはじめとする

3種類の固相抽出剤から最適な抽出剤と最適条件を選定し、最終的にJ-MOX分析済液処理工程の実廃液を模擬した試料条

件（α核種放射能濃度 3 mBq/ml の 1.4M 硝酸ナトリウム溶液）で分析値のばらつき評価を行い、分析に適用できるか検

証した。なお、α核種の回収率算出トレーサとしてU-232、Pu-242、Am-243を使用した。 

 

３．結果・考察 

 ステップ1の結果として、InertSep ME-2 を吸引状態（-13 kPa）で使用

し、酢酸アンモニウムによりpH=5の状態でME-2にα核種を吸着させた後、

特に価数調整することなく3M硝酸にて溶離すれば安定した高い回収率が得

られることが分かった。ステップ2の結果として、1.4M 硝酸ナトリウム存

在下でもU、Pu、Amを安定して70％以上回収可能であることが確認された。

ステップ 3 では、10 回の繰返し平均で 75％の全α放射能回収率が得られ、

塩の析出も確認されなかった。このことから本方法（図1）は塩酸を使用せ

ずにα線測定の妨害となる硝酸塩を効率よく除去できる脱塩処理方法とし

て有用である。 

図1 全α放射能濃度分析のための脱塩処理方法 
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